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caspase-3抗体を用いて DNA 傷害性物質であるマイトマイシン C 及びエトポシド、異数性誘発物質である
パクリタキセル、及びビンブラスチン処置後の細胞を染色し、FCM でγH2AX＋/caspase-3－及びγH2AX＋
/caspase-3＋細胞を解析している。in vivo 小核試験の最高用量となる細胞毒性が認められる濃度において、
全細胞中のγH2AX＋細胞はマイトマイシン C が 29.2%、エトポシドが 21.4%、パクリタキセルが 28.5%、
ビンブラスチンが 18.7%であり、いずれも溶媒対照と比べて明らかに有意な上昇を示していた。全細胞中の
γH2AX＋/caspase-3－細胞はマイトマイシン C が 27.5%、エトポシドが 19.3%、パクリタキセルが 8.6%、
ビンブラスチンが 7.2%となり、DNA傷害性物質のみ有意に増加した。全細胞中のγH2AX＋/caspase-3＋細





第二に、核酸染色剤である hoechst33258と propidium iodideの塩基対結合性の違いを利用して DNAと
RNAの分離染色法を作製し、in vivo小核試験に必要な幼若赤血球、及び小核保有幼若赤血球を FCMで検












これまで顕微鏡観察による in vitro 小核試験は 3 週間、in vivo 小核試験は 3 ヶ月を要していたが、






















平成 29年 1月 25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
